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一
考
古
学
的
文
化
の
変
移
と
国
家
・
民
族
の
境
界
1
一

藤

沢

敦

門
要
約
】
古
墳
時
代
に
古
墳
文
化
と
続
縄
文
文
化
が
対
峙
し
た
東
北
地
方
で
は
、
様
々
な
考
省
資
料
の
分
布
域
は
、
漸
進
的
に
重
層
し
て
存
在
す
る
。
古

代
律
令
国
家
が
確
立
し
て
い
く
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
お
い
て
も
、
城
柵
遺
跡
以
外
の
各
種
資
料
は
、
漸
進
的
に
変
化
し
な
が
ら
分
布
す
る
。
文
献
記
録

か
ら
想
定
さ
れ
る
倭
（
日
本
）
人
と
蝦
夷
の
境
界
は
、
こ
れ
ら
の
考
古
資
料
の
分
布
と
対
比
す
る
と
、
最
も
不
明
確
な
と
こ
ろ
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
倭
人
と
蝦
夷
の
境
界
を
、
文
化
的
同
　
性
に
基
づ
く
本
質
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
〇
巻
一
号
　
二
〇
〇
七
年
一
月

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
考
古
学
に
お
い
て
は
、
考
古
資
料
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
文
化
要
素
を
も
と
に
、
文
化
の
広
が
り
を
考
え
る
。
そ
の
際
、
異
な

る
文
化
が
接
す
る
領
域
で
の
、
考
古
資
料
に
基
づ
く
文
化
は
、
あ
る
境
界
線
を
も
っ
て
排
他
的
に
分
布
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
個
々
の
文
化
要

素
が
、
漸
進
的
・
折
衷
的
に
変
移
し
て
い
く
、
あ
る
い
は
漸
進
的
に
分
布
密
度
が
変
化
し
て
い
く
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
考
古
資

料
に
よ
っ
て
杷
握
さ
れ
る
文
化
の
違
い
と
、
国
家
や
民
族
の
境
界
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
日
本
考
古
学
で
は
充
分
検
討
さ
れ
て
き
た
と
は
言

い
難
い
。
本
論
で
は
、
「
境
界
領
域
に
お
け
る
異
な
る
文
化
間
の
関
係
や
両
者
の
地
理
的
分
布
と
、
国
家
や
民
族
の
境
界
と
の
関
係
は
ど
の
よ
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う
な
も
の
か
？
」
と
い
う
検
討
を
通
し
て
、
圏
家
や
民
族
の
境
界
を
考
え
る
こ
と
と
、
そ
れ
を
も
と
に
民
族
を
い
か
に
把
握
す
る
べ
き
か
を
検

討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
そ
の
目
的
の
た
め
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
の
東
北
地
方
を
取
り
上
げ
る
。
中
で
も
、
太
平
洋
側

の
宮
城
県
中
部
か
ら
岩
手
県
南
部
を
、
主
要
な
検
討
対
象
と
す
る
（
第
一
図
）
。
こ
の
地
域
は
、
古
墳
時
代
に
は
、
南
東
北
に
広
が
る
古
墳
文
化

と
、
北
海
道
か
ら
北
東
北
に
南
下
し
て
き
た
続
縄
文
文
化
の
境
界
領
域
で
，
あ
っ
た
。
律
令
国
家
が
成
立
し
た
後
は
、
そ
の
支
配
領
域
の
北
端
と

な
っ
た
。

　
古
墳
時
代
に
は
、
前
方
後
円
墳
に
代
表
さ
れ
る
古
墳
文
化
が
、
日
本
列
島
の
南
北
両
端
を
除
く
地
域
に
広
が
る
。
こ
の
古
墳
文
化
の
社
会
は
、

東
ア
ジ
ア
世
界
で
「
倭
」
と
認
識
さ
れ
、
古
墳
時
代
の
中
央
政
権
た
る
大
和
政
権
も
「
倭
」
を
自
称
し
て
い
た
。
こ
の
中
央
政
権
を
引
き
継
ぎ

成
立
し
た
律
令
国
家
は
、
主
に
北
東
北
の
人
々
を
、
「
蝦
夷
（
エ
ミ
シ
）
」
と
し
て
黒
蝿
視
す
る
に
至
る
。

　
こ
の
よ
う
な
境
界
領
域
で
あ
る
地
域
を
対
象
と
し
て
、
古
墳
時
代
か
ら
律
令
国
家
形
成
に
至
る
時
期
の
、
異
な
る
文
化
の
分
布
や
相
互
の
関

係
を
考
古
資
料
か
ら
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
律
令
国
家
の
支
配
領
域
や
、
律
令
国
家
が
「
蝦
夷
（
エ
ミ
シ
）
」
と
し
て
営
営
適
し
た
人
々
の
範

囲
を
、
文
献
史
料
に
基
づ
く
議
論
を
参
照
し
つ
つ
検
討
し
、
考
古
資
料
に
よ
る
様
相
と
比
較
し
て
み
た
い
。

　
①
　
今
冒
、
東
北
地
方
と
呼
ぶ
場
A
口
、
青
森
・
岩
手
・
秋
田
・
宮
城
・
山
形
・
福
島
　
　
　
　
　
え
方
に
過
ぎ
な
い
。
特
に
「
東
北
」
と
い
う
呼
称
に
は
、
国
民
国
家
の
中
で
周
縁

　
　
の
六
県
を
指
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
本
稿
で
も
、
東
北
地
方
と
は
こ
の
六
県
を
　
　
　
　
　
化
さ
れ
た
、
特
別
の
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
は
留
意
し
て
お
く
必

　
　
指
す
も
の
と
し
て
使
周
す
る
。
北
東
北
は
胃
森
・
岩
手
・
秋
田
の
三
盛
、
南
東
北
　
　
　
　
　
要
が
あ
る
（
河
西
英
通
『
東
北
1
つ
く
ら
れ
た
異
境
一
』
中
公
新
書
、
二
〇

　
　
は
宮
城
・
山
形
・
福
島
の
三
県
を
指
す
こ
と
と
し
て
用
い
る
。
た
だ
し
、
東
北
地
　
　
　
　
　
○
一
年
）
。

　
　
方
と
い
う
ま
と
ま
り
で
地
域
を
区
分
す
る
考
え
方
は
、
近
代
以
降
に
成
立
し
た
考

5　（5）
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二
　
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
の
考
古
学
か
ら
見
た
東
北
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
本
論
で
対
象
と
す
る
地
域
の
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
も
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
そ
の
際
、
六
世
紀
ま
で
と
七
世
紀
以
降
で
は
、
北
東
北
の
様
相
が
大
き
く
変
化
す
る
。
そ
の
た
め
、
古
墳
時
代

と
飛
鳥
時
代
以
降
に
大
別
し
て
検
討
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
飛
鳥
時
代
以
降
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
の
九
世
紀
ま
で
は
～
連
の

動
向
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
、
す
な
わ
ち
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
つ
い
て
を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
と

す
る
。

倭と蝦夷と律令国家（藤沢）

1
　
古
　
墳
　
時
　
代

　
南
東
北
に
は
、
大
和
に
お
い
て
定
式
化
し
た
前
方
後
円
墳
が
成
立
す
る
の
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
急
速
に
古
墳
文
化
が
広
ま
っ
て
い
く
。
竪
穴
住

居
は
方
形
に
統
一
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
文
様
で
飾
ら
れ
た
弥
生
土
器
と
は
一
変
し
、
素
面
の
土
師
器
へ
と
急
激
に
転
換
す
る
。

　
～
方
、
北
東
北
で
は
、
弥
生
時
代
に
は
水
田
稲
作
も
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
弥
生
時
代
後
期
以
降
に
な
る
と
、
狩
猟
採
集
活
動
に
基
盤
を
置

く
北
海
道
の
続
縄
文
文
化
が
南
下
し
て
い
く
。
北
東
北
で
は
、
ご
く
一
部
を
除
く
と
、
古
墳
文
化
に
由
来
す
る
遺
構
・
遺
物
は
広
が
ら
な
い
。

　
考
古
資
料
に
見
ら
れ
る
両
文
化
の
違
い
を
、
図
式
的
に
対
比
し
て
示
す
と
、
第
一
表
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
古
墳
時
代
併
行
期
の
続
縄
文

文
化
で
は
、
竪
穴
住
居
が
北
東
北
で
も
北
海
道
で
も
、
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
平
地
式
住
居
が
使
用
さ
れ
た
か
、
竪
穴
住
居
で
あ
っ

た
場
合
で
も
き
わ
め
て
浅
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
続
縄
文
文
化
の
遺
跡
は
、
墓
と
遺
物
包
含
層
が
大
多
数
を
占
め
、
集

落
の
様
相
が
判
明
し
な
い
。

　
考
古
資
料
の
中
で
も
普
遍
的
に
存
在
し
、
確
認
し
易
い
も
の
と
し
て
は
、
古
墳
文
化
で
は
、
前
方
後
円
墳
を
始
め
と
す
る
各
種
の
古
墳
・
方

形
竪
穴
住
居
か
ら
な
る
集
落
・
土
師
器
が
あ
げ
ら
れ
る
。
続
縄
文
文
化
で
は
、
集
落
の
様
相
が
判
明
し
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
る
が
、
平
面
形

7　（7）



第一表　古墳文化と続縄文文化の主要文化要素の対比

南　　東　　北 北　　東　　北

古　　墳　　文　　化 続　縄　文　文　化

住　　居 方　形　竪　穴　住　居 平　地　式住　居？

土　　器 土　　師　　器 続　縄　文　土　器

道具類
鉄　　　　三

ﾘ　製　農　耕　具

石　　器　十　鉄　　器

@　一生産遺跡 水　田　遣　構（窯跡） 一

墓 古　　　墳 楕　円　形　土　墳　墓

生業基盤 農耕を基盤とする社会 狩猟・漁労・採集を基盤とする社会

態
が
楕
円
形
の
土
墳
墓
・
続
縄
文
土
器
・
石
器
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
主
に
用
い
て
、
そ

の
分
布
の
様
相
、
そ
し
て
両
者
の
関
係
を
見
て
み
た
い
。

　
古
墳
時
代
を
通
じ
て
、
南
東
北
の
古
墳
文
化
と
、
北
東
北
の
続
縄
文
文
化
が
対
峙
す
る
基
本

的
構
図
は
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
様
相
や
、
両
者
の
関
係
な
ど
は
、
時

期
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
、
三
時
期
に
区
分
し
て
、
概
観
し
て
い
く
こ
と
と
す

る
。A

　
三
世
紀
後
半
～
四
世
紀
（
古
墳
時
代
前
期
）

《
古
墳
文
化
》

　
土
師
器
を
伴
う
方
形
竪
穴
住
居
か
ら
な
る
集
落
遺
跡
は
、
宮
城
県
最
北
部
の
迫
川
・
北
上
川

下
流
域
ま
で
分
布
す
る
（
第
二
図
）
。
古
墳
時
代
前
期
に
遡
る
前
方
後
円
墳
・
前
方
後
方
墳
は
大

崎
平
野
が
北
限
で
あ
る
が
、
小
規
模
方
墳
あ
る
い
は
小
規
模
円
墳
は
、
さ
ら
に
北
側
の
迫
川
・

北
上
川
下
流
域
ま
で
分
布
し
て
い
る
。
集
落
と
古
墳
が
普
遍
的
に
分
布
す
る
と
い
う
点
で
は
、

古
墳
文
化
の
分
布
範
囲
は
、
ほ
ぼ
宮
城
県
と
岩
手
県
の
県
境
ま
で
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
分
布
域
は
、
古
墳
時
代
を
通
じ
て
基
本
的
に
変
化
し
な
い
。

　
こ
れ
よ
り
北
の
地
域
で
は
、
土
師
器
を
伴
う
方
形
竪
穴
住
居
か
ら
な
る
集
落
遺
跡
が
、
北
上

川
中
流
域
に
も
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
分
布
は
点
的
な
も
の
に
留
ま
り
、
古
墳
も
発
見
さ

れ
て
い
な
い
。

《
続
縄
文
文
化
》

　
続
縄
文
文
化
の
遺
構
や
遺
物
は
、
岩
手
県
ま
で
は
普
遍
的
に
存
在
す
る
。
宮
城
県
内
で
は
、

8　（8）
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　　□主な方形竪穴住居・土師器検出遺跡

　　▲続縄文土器・黒曜石製石器出土遺跡

　　囚方形竪穴住居・土師器＋続縄文土器・黒曜石製石器（少量）

　　囚方形竪穴住居・土師器＋続縄文土器・黒曜石製石器（多量）

第二図　宮城県中部から岩手県南部の各種遺物の分布（古墳時代前期）
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②

大
崎
平
野
の
北
西
部
に
、
続
縄
文
系
遺
物
が
主
体
的
に
出
土
す
る
「
続
縄
文
関
連
遺
跡
集
中
地
帯
」
が
存
在
す
る
。
続
縄
文
文
化
で
多
用
さ
れ

る
黒
曜
石
の
原
産
地
が
、
大
崎
平
野
の
加
美
町
（
旧
宮
崎
町
）
湯
の
倉
に
存
在
す
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
古
墳

文
化
の
集
落
遺
跡
か
ら
、
少
数
の
続
縄
文
土
器
や
続
縄
文
系
石
器
が
客
体
的
に
出
土
す
る
事
例
は
、
仙
台
平
野
ま
で
分
布
し
て
い
る
。

《
両
文
化
の
分
布
域
と
そ
の
関
係
》

　
北
上
川
中
流
域
か
ら
大
崎
平
野
に
至
る
、
南
北
約
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
お
い
て
、
古
墳
文
化
と
続
縄
文
文
化
の
考
古
資
料
は
、
相

互
に
入
り
組
ん
だ
形
で
の
分
布
域
を
形
成
す
る
。
客
体
的
で
は
あ
る
が
、
続
落
文
系
遺
物
が
出
土
す
る
遺
跡
が
存
在
す
る
仙
台
平
野
ま
で
を
含

め
れ
ば
、
そ
の
範
囲
は
約
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
。

　
こ
の
よ
う
に
、
古
墳
文
化
と
続
縄
文
文
化
の
境
界
は
、
明
確
な
境
界
線
と
し
て
は
現
出
せ
ず
、
広
い
境
界
領
域
と
し
て
現
れ
る
。
こ
の
境
界

領
域
を
窓
口
と
し
て
、
古
墳
文
化
と
続
縄
文
文
化
の
間
に
、
鉄
器
な
ど
の
広
域
流
通
物
資
を
含
む
、
相
互
の
交
易
関
係
が
存
在
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

B
　
五
世
紀
（
古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
初
頭
）

《
古
墳
文
化
》

　
土
師
器
を
伴
う
方
形
竪
穴
住
居
か
ら
な
る
集
落
遺
跡
が
普
遍
的
に
分
布
す
る
の
は
、
前
期
と
同
様
に
宮
城
県
域
ま
で
だ
が
、
北
上
川
中
流
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
点
的
に
分
布
す
る
（
第
三
図
）
。
ま
た
近
年
、
青
森
県
八
戸
市
の
田
向
冷
水
遺
跡
で
も
土
師
器
を
伴
う
方
形
竪
穴
住
居
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
古
墳
は
、
北
上
川
中
流
域
の
奥
州
市
（
旧
胆
沢
町
）
に
角
塚
古
墳
が
造
ら
れ
、
大
き
く
分
布
域
が
拡
大
す
る
。
角
塚
古
墳
は
、
短
く
低
い
前

方
部
を
有
す
る
前
方
後
円
墳
で
あ
る
が
、
墳
丘
形
態
・
外
部
施
設
・
伴
う
埴
輪
の
い
ず
れ
も
が
類
似
す
る
古
墳
は
、
仙
台
平
野
か
ら
大
崎
平
野

に
分
布
し
て
い
る
。
加
美
町
（
旧
色
麻
町
）
文
意
寺
古
墳
、
仙
台
市
裏
町
古
墳
、
名
取
市
名
取
大
塚
山
古
墳
な
ど
で
、
い
ず
れ
も
近
接
し
た
時

期
に
築
造
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
角
塚
古
墳
の
被
葬
者
が
、
仙
台
平
野
・
大
崎
平
野
の
勢
力
と
密
接
な
関
係
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

！0　（10）
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囚方形竪穴住居・土師器＋続縄文土器・黒曜石製石器（多量）

第三図　宮城県中部から岩手県南部の各種遺物の分布（古墳時代中期）
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《
続
縄
文
文
化
》

　
基
本
的
な
分
布
状
況
は
、
前
段
階
と
同
様
で
、
大
崎
平
野
北
西
部
の
続
縄
文
関
連
遺
跡
の
集
中
地
帯
も
引
き
続
い
て
い
る
。
少
数
の
続
縄
文

土
器
や
続
縄
文
系
石
器
が
出
土
す
る
遺
跡
は
、
仙
台
平
野
ま
で
分
布
す
る
点
も
、
前
段
階
と
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
中
で
、
土
師
器
・
須
恵
器
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

伴
う
方
形
竪
穴
住
居
か
ら
、
大
量
の
黒
曜
石
製
石
器
が
出
土
す
る
遺
跡
が
五
世
紀
後
半
に
出
現
す
る
。
患
害
古
墳
に
近
い
中
導
入
遺
跡
や
、
湯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
倉
に
近
い
名
生
館
遺
跡
・
壇
の
越
遺
跡
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
大
崎
平
野
と
北
上
川
中
流
域
で
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
黒
曜
石
は
、
湯
の
倉

産
の
も
の
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
湯
の
影
響
黒
曜
石
の
流
通
範
囲
は
、
北
の
岩
手
県
中
部
に
も
広
が
る
よ
う
に
な
り
、
八
戸
市
田

向
冷
水
遺
跡
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。
湯
の
農
産
黒
曜
石
の
採
取
量
・
流
通
量
お
よ
び
流
通
範
囲
が
大
き
く
拡
大
し
て
い
く
。

　
一
方
、
北
東
北
の
続
縄
文
系
の
楕
円
形
土
壌
墓
に
副
葬
さ
れ
る
土
器
を
見
る
と
、
続
縄
文
土
器
の
比
率
が
減
少
し
、
土
師
器
・
須
恵
器
の
比

率
が
大
き
く
増
加
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
北
東
北
の
続
縄
文
文
化
の
側
で
も
、
古
墳
文
化
へ
の
依
存
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

《
両
文
化
の
分
布
域
と
そ
の
関
係
》

　
角
塚
古
墳
は
、
そ
れ
ま
で
の
古
墳
分
布
域
を
北
へ
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
古
墳
文
化
の
伸
展
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
場
合
が
多
い

が
、
続
縄
文
文
化
の
後
退
を
伴
う
訳
で
は
な
い
。
逆
に
、
続
縄
文
文
化
に
由
来
す
る
黒
曜
石
製
石
器
を
利
用
し
た
生
産
・
流
通
が
活
発
化
し
て

い
る
。
等
温
古
墳
の
築
造
に
前
後
す
る
時
期
に
、
土
師
器
・
須
恵
器
を
伴
う
方
形
竪
穴
住
居
か
ら
、
大
量
の
黒
曜
石
製
石
器
が
出
土
す
る
遺
跡

が
出
現
す
る
。
同
～
遺
跡
・
同
一
遺
構
内
で
、
古
墳
文
化
と
続
縄
文
文
化
の
そ
れ
ぞ
れ
に
由
来
す
る
考
古
資
料
が
混
在
す
る
現
象
が
現
れ
、
両

者
の
境
界
は
さ
ら
に
不
明
確
と
な
る
。
し
か
も
、
角
塚
古
墳
に
類
似
す
る
古
墳
の
分
布
と
、
湯
の
倉
産
黒
曜
石
製
石
器
の
出
土
遺
跡
の
分
布
は
、

か
な
り
の
範
囲
で
重
複
す
る
。
湯
の
倉
産
黒
曜
石
を
利
用
し
た
生
産
と
、
そ
れ
に
よ
る
生
産
物
や
そ
の
対
価
品
の
流
通
へ
の
依
存
が
両
者
と
も

に
進
み
、
角
塚
古
墳
も
こ
の
よ
う
な
相
互
依
存
関
係
に
支
え
ら
れ
て
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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C
　
六
世
紀
（
古
墳
時
代
後
期
）

《
古
墳
文
化
》

　
集
落
遺
跡
の
良
好
な
調
査
例
が
多
く
な
い
た
め
、
土
師
器
を
伴
う
方
形
竪
穴
住
居
の
分
布
域
は
不
確
実
な
部
分
が
残
る
が
、
大
局
的
に
は
前

期
以
来
と
同
じ
と
考
え
て
よ
い
。
他
方
、
古
墳
の
築
造
域
と
い
う
点
で
は
、
大
き
な
変
化
が
現
れ
る
。
仙
台
平
野
以
北
で
は
、
古
墳
築
造
は
著

し
く
低
調
に
な
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
宮
城
県
南
部
の
阿
武
隈
川
下
流
域
よ
り
南
側
の
地
域
で
は
、
前
方
後
円
墳
を
含
め
活
発
な
古
墳
築

造
が
続
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
仙
台
平
野
と
大
崎
平
野
で
は
、
折
衷
的
様
相
の
墓
が
六
世
紀
後
半
に
造
ら
れ
る
。
加
美
町
米
泉
館
跡
・
仙
台
市
大
野
田

　
　
⑧

古
墳
群
の
二
例
に
留
ま
る
が
、
古
墳
文
化
に
由
来
す
る
木
棺
直
葬
墓
に
、
続
縄
文
文
化
の
墓
に
特
有
の
墓
墳
壁
に
掘
ら
れ
た
袋
状
ピ
ッ
ト
が
伴

い
、
そ
の
内
部
に
土
器
が
副
葬
さ
れ
る
。

《
続
縄
文
文
化
》

　
北
東
北
の
続
縄
文
系
の
墓
で
は
、
副
葬
さ
れ
る
土
器
の
中
に
占
め
る
土
師
器
・
須
恵
器
の
比
率
が
前
段
階
よ
り
さ
ら
に
増
大
し
て
い
く
。
ま

た
、
湯
の
倉
産
黒
曜
石
の
流
通
も
続
い
て
い
る
。

《
両
文
化
の
分
布
域
と
そ
の
関
係
》

　
仙
台
平
野
以
北
で
古
墳
築
造
が
停
止
す
る
こ
と
は
、
古
墳
の
築
造
を
媒
介
と
し
た
政
治
的
関
係
か
ら
脱
落
し
て
い
っ
た
可
能
性
を
示
す
。
そ

の
一
方
で
、
古
墳
と
続
縄
文
系
の
墓
の
折
衷
型
式
の
出
現
は
、
両
者
の
関
係
が
強
ま
っ
た
こ
と
を
示
す
。
湯
の
倉
産
黒
曜
石
の
流
通
も
含
め
、

前
段
階
か
ら
の
両
者
の
関
係
は
持
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2
　
飛
鳥
時
代
以
降

七
世
紀
初
頭
前
後
に
、
北
東
北
の
様
相
は
、
大
き
な
変
化
を
見
せ
る
（
第
四
図
）
。
そ
れ
ま
で
の
続
縄
文
文
化
に
代
わ
り
、
古
墳
文
化
に
由
来

13 （13）
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倭と蝦夷と律令国家（藤沢）

す
る
土
師
器
を
伴
う
方
形
竪
穴
住
居
が
出
現
す
る
。
以
前
に
見
ら
れ
た
続
縄
文
土
器
は
姿
を
消
し
、
土
師
器
が
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
以
降
、
古
墳
文
化
と
続
縄
文
文
化
と
い
う
よ
う
な
、
明
確
に
異
な
る
二
つ
の
文
化
の
悪
念
と
い
う
形
は
消
失
す
る
。
そ
の
た
め
、
考

古
資
料
の
種
類
ご
と
に
、
南
北
の
様
相
を
対
比
さ
せ
て
見
て
み
た
い
。

《
土
器
・
住
居
》

　
土
師
器
を
伴
う
方
形
竪
穴
住
居
か
ら
な
る
集
落
遺
跡
は
、
七
世
紀
初
頭
頃
に
北
東
北
の
各
地
に
出
現
す
る
。
こ
れ
以
降
、
北
東
北
で
は
普
遍

的
に
分
布
す
る
よ
う
に
な
る
。
集
落
遺
跡
の
立
地
も
、
水
田
稲
作
に
適
し
た
低
地
に
接
し
た
場
所
が
一
般
的
と
な
る
こ
と
か
ら
、
北
東
北
も
農

耕
を
基
盤
と
す
る
社
会
へ
転
換
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
、
個
々
の
要
素
を
見
る
と
、
全
く
同
一
で
は
な
い
。
北
東
北
の
土
師
器
は
、
南
東
北
と
は
相
対
的
に
独
自
の
様
相
を
保
持
し
続
け
る
。

土
師
器
の
基
本
的
な
形
態
や
器
種
構
成
は
類
似
し
つ
つ
も
、
細
部
の
形
態
に
は
違
い
が
存
在
し
、
外
面
調
整
に
ミ
ガ
キ
調
整
が
卓
越
す
る
な
ど
、

製
作
技
法
上
の
違
い
も
常
に
存
在
す
る
。
大
崎
平
野
以
南
は
南
東
北
の
、
そ
れ
よ
り
北
の
地
域
は
北
東
北
の
土
器
様
式
に
包
摂
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
大
崎
平
野
か
ら
仙
台
平
野
に
か
け
て
の
地
域
で
は
、
南
東
北
と
北
東
北
の
様
相
は
混
在
し
、
そ
の
中
で
も
北
へ
行
く
ほ
ど
、
北
東
北
の
様

　
　
　
　
　
⑨

相
が
強
く
な
る
。

　
一
方
、
七
世
紀
前
半
～
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
仙
台
平
野
や
大
崎
平
野
を
中
心
に
、
集
落
遺
跡
や
古
墳
・
横
穴
墓
か
ら
関
東
系
土
師
器
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

多
数
出
土
す
る
例
が
し
ら
れ
て
い
る
。
カ
マ
ド
の
形
態
に
も
関
東
地
方
と
類
似
す
る
も
の
が
存
在
し
、
関
東
か
ら
の
移
民
が
存
在
し
た
こ
と
は

　
　
　
、
⑪

確
実
で
あ
る
q
こ
れ
ら
は
政
策
的
な
移
民
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

《
墳
墓
》

　
墳
墓
に
お
い
て
は
、
南
東
北
で
は
終
末
期
古
墳
が
築
造
さ
れ
る
。
北
東
北
の
続
縄
文
系
土
墳
墓
は
姿
を
消
し
、
変
わ
っ
て
「
末
期
古
墳
」
と

呼
ば
れ
る
小
規
模
円
墳
群
が
築
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
終
末
期
古
墳
は
、
古
墳
時
代
前
期
以
来
の
古
墳
分
布
域
全
域
で
築
造
さ
れ
る
。
仙
台
平
野
・
大
崎
平
野
で
も
、
前
段
階
と
は
一
変
し
て
活
発

15 （15）



な
古
墳
・
横
穴
墓
の
築
造
が
見
ら
れ
、
築
造
の
ピ
ー
ク
は
七
世
紀
の
内
に
あ
る
。
横
穴
墓
は
迫
川
流
域
・
北
上
川
下
流
域
ま
で
分
布
す
る
が
、

や
や
遅
れ
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
終
末
期
古
墳
で
は
、
竪
穴
系
埋
葬
施
設
は
一
掃
さ
れ
、
横
穴
式
石
室
墳
・
横
穴
墓
の
横
穴
系
埋
葬
施
設

に
統
一
さ
れ
る
。
な
お
、
古
墳
・
横
穴
墓
か
ら
関
東
系
土
器
が
出
土
す
る
場
合
が
あ
り
、
移
民
の
墓
と
の
評
価
も
多
い
が
、
追
野
島
の
例
が
ほ

と
ん
ど
で
、
過
大
評
価
す
る
べ
き
で
な
い
。

　
「
末
期
古
墳
」
は
、
七
世
紀
初
頭
前
後
に
北
東
北
で
成
立
す
る
。
倭
の
古
墳
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
墳
墓
に
お
け
る
階
層
性
と
そ
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
連
動
性
が
欠
如
す
る
と
い
う
点
で
倭
の
古
墳
と
は
異
な
る
独
自
の
墳
墓
と
し
て
展
開
し
て
い
く
。
「
末
期
古
墳
」
に
は
、
横
穴
式
石
室
の
退

化
し
た
も
の
を
主
体
部
と
す
る
例
が
、
主
に
八
世
紀
に
北
上
川
流
域
に
見
ら
れ
る
が
、
存
続
期
間
が
長
く
分
布
範
囲
も
広
い
の
は
、
木
棺
直
葬

の
主
体
部
の
も
の
で
あ
る
。
木
棺
直
葬
の
も
の
は
、
「
末
期
古
墳
」
の
出
現
か
ら
終
末
ま
で
、
そ
の
分
布
域
の
全
域
で
造
ら
れ
て
い
る
。
「
末
期

古
墳
」
は
、
北
東
北
三
県
と
、
宮
城
県
最
北
部
の
迫
川
流
域
・
北
上
川
下
流
域
に
分
布
す
る
。
そ
の
中
で
も
七
世
紀
代
に
遡
る
例
は
、
現
状
の

知
見
で
は
岩
手
県
の
北
上
川
中
・
上
流
域
と
青
森
県
の
太
平
洋
側
の
馬
淵
川
流
域
に
限
ら
れ
る
。
宮
城
県
の
迫
川
流
域
・
北
上
川
下
流
域
で
は
、

調
査
さ
れ
た
も
の
は
八
世
紀
以
降
に
下
る
も
の
で
あ
る
。

《
城
柵
遺
跡
》

　
七
世
紀
中
葉
以
降
、
蝦
夷
に
対
す
る
支
配
を
意
図
し
て
、
柵
や
築
地
塀
、
土
塁
で
囲
ま
れ
た
城
柵
童
画
や
官
衙
遺
跡
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
。
近
年
の
調
査
慨
究
の
成
果
を
も
と
に
、
時
期
的
な
展
開
過
程
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
七
世
紀
中
葉
～
後
葉
頃

　
　
仙
台
市
郡
山
遺
跡
－
期
宮
衙
造
営

　
七
世
紀
末
～
入
世
紀
初
頭
頃

　
　
郡
山
遺
跡
が
鉦
期
官
衙
へ
変
遷
。
古
川
市
名
生
立
官
衙
遺
跡
と
東
松
島
市
（
旧
矢
本
町
）
赤
井
遺
跡
で
官
衙
成
立
。

　
八
世
紀
初
頭
～
前
葉
頃

王6 （16）



倭と蝦夷と律令国家（藤沢）

　
　
古
川
市
南
小
林
遺
跡
、
同
権
現
山
・
三
輪
田
遺
跡
が
加
わ
る
。

　
八
世
紀
前
葉
～
中
葉

　
　
多
賀
城
市
多
賀
城
跡
造
営
。
郡
山
遺
跡
と
南
小
林
遺
跡
で
は
官
衙
施
設
は
廃
絶
。

　
　
古
川
市
杉
の
下
・
小
寺
遺
跡
、
加
美
町
（
旧
中
新
田
町
）
城
生
柵
跡
、

　
　
加
美
町
（
旧
宮
崎
町
）
東
山
官
衙
遺
跡
、
大
崎
市
（
旧
田
尻
町
）
新
田
柵
推
定
地
で
官
衙
造
営
。

　
こ
の
段
階
で
は
、
様
相
が
明
確
で
な
い
権
現
山
・
三
輪
田
遺
跡
以
外
の
全
て
の
遺
跡
に
お
い
て
、
溝
と
築
地
塀
・
材
木
列
に
よ
る
外
郭
施
設

が
設
け
ら
れ
る
。
大
崎
平
野
で
は
、
そ
の
北
側
を
縁
ど
る
よ
う
に
、
六
ヶ
所
に
城
柵
遺
跡
が
並
び
立
つ
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、
建
郡
の
進
展

と
も
関
係
す
る
が
、
律
令
国
家
に
よ
る
領
域
支
配
の
体
制
が
整
っ
て
い
く
こ
と
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
以
降
の
城
柵
遣
跡
の
造
営
は
、
拠
点
を
押
さ
え
る
よ
う
に
、
点
的
な
分
布
と
な
る
。

　
八
世
紀
後
半

　
　
栗
原
市
（
旧
築
館
町
）
伊
治
城
跡
、
古
川
市
宮
沢
遺
跡
、
河
北
町
桃
生
城
跡
が
造
営
。

　
九
世
紀
以
降

　
　
奥
州
市
（
旧
水
沢
市
）
胆
沢
城
跡
、
盛
岡
市
志
波
城
跡
造
営
。

《
考
古
資
料
の
分
布
域
と
相
互
の
関
係
》

　
北
東
北
も
、
南
東
北
と
同
様
の
農
耕
を
基
盤
と
す
る
社
会
へ
と
変
化
す
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
共
通
す
る
社
会
と
番
う
こ
と

が
で
き
る
が
、
土
師
器
や
墳
墓
の
様
相
な
ど
、
両
者
で
異
な
る
部
分
も
存
在
す
る
。

　
政
治
的
支
配
に
直
接
結
び
つ
く
城
柵
遺
跡
は
、
八
世
紀
前
葉
か
ら
中
葉
に
大
崎
平
野
の
北
縁
に
並
ん
で
造
ら
れ
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
分
布
が
明
確
な
ラ
イ
ン
を
示
す
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
城
柵
遺
跡
以
外
の
要
素
で
は
、
北
東
北
と
南
東
北
を
明
確
に
区
切
る
境
界
は
見

出
し
難
い
。
土
師
器
で
は
、
北
部
様
式
と
南
部
様
式
が
混
在
す
る
地
域
が
あ
り
、
そ
の
変
化
は
漸
進
的
で
あ
る
。
墳
墓
も
八
世
紀
の
迫
川
・
北

エ7（17）



上
川
下
流
域
で
は
、
横
穴
墓
と
「
末
期
古
墳
」

　
①
藤
沢
敦
「
倭
の
周
縁
に
お
け
る
境
界
と
相
互
関
係
」
（
『
考
古
学
研
究
隔
第
四
八

　
　
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
一
年
）
。
藤
沢
敦
「
創
出
さ
れ
た
境
界
一
倭
人
と
蝦
夷
を

　
　
分
か
つ
も
の
」
（
欄
文
化
の
多
様
性
と
比
較
考
古
学
㎞
考
古
学
研
究
会
五
〇
周
年
記

　
　
念
論
文
集
、
二
〇
〇
四
年
）
。

　
②
高
橋
誠
明
「
憾
辛
古
墳
前
夜
の
大
崎
平
野
」
（
噸
最
北
の
前
方
後
円
墳
㎞
角
塚
古

　
　
墳
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
、
一
九
九
八
年
）
。

　
③
小
保
内
裕
之
ほ
か
凹
田
向
冷
水
遺
跡
舗
（
八
戸
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第

　
　
一
一
三
集
、
一
一
〇
〇
六
年
）
。

　
④
高
木
晃
ほ
か
回
申
半
消
遣
跡
・
蝦
夷
塚
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
』
（
岩
手
県
文

　
　
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
誉
第
三
八
○
集
、
二
〇
〇
二
年
）
。

　
⑤
鈴
木
勝
彦
・
高
橋
誠
明
『
名
生
煎
官
衙
遺
跡
澄
』
（
宮
城
県
古
川
市
文
化
財
調

　
　
査
報
皆
書
第
一
〇
集
、
一
九
九
一
年
）
。

　
⑥
斉
藤
篤
ほ
か
『
壇
の
越
遺
跡
W
』
（
宮
崎
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
；
藥
、

　
　
二
〇
〇
一
二
年
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
大
和
政
権
か
ら
律
令
国
家
へ
至
る
中
央
政
権
が
、

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
特
に
、
中
央
政
権
が

を
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

の
所
論
が
重
要
で
あ
る
。
今
泉
は
、
大
化
元
年
（
六
四
五
年
）

が
併
存
す
る
と
い
う
よ
う
に
、

排
他
的
な
分
布
域
を
形
成
す
る
訳
で
は
な
い
。

⑦
藤
村
博
之
・
伊
藤
裕
『
米
泉
館
跡
』
（
宮
崎
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五
集
、

　
一
九
九
六
年
）
。

⑧
仙
台
市
教
育
委
員
会
四
二
〇
〇
四
年
度
宮
城
県
内
主
要
発
掘
紹
介
大
野
田
古

　
墳
群
漏
（
鯛
宮
城
考
古
学
臨
第
七
号
、
二
〇
〇
五
年
）
。

⑨
村
田
晃
一
門
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
陸
奥
北
辺
－
移
民
の
時
代
1
」
（
隅
宮
城

　
考
古
学
睡
第
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
。
村
田
晃
～
（
「
七
世
紀
集
落
研
究
の
視
点

　
（
1
）
」
『
宮
城
考
古
学
㎞
第
四
号
、
二
〇
〇
二
年
）
。

⑩
村
田
前
掲
書
。

⑪
今
泉
隆
雄
門
律
令
国
家
と
エ
ミ
シ
扁
（
魍
新
版
古
代
の
日
本
臨
第
九
巻
、
角
川
書
店
、

　
一
九
九
二
年
）
。

⑫
藤
沢
敦
「
倭
の
「
古
墳
」
と
東
北
北
部
の
「
宋
期
古
墳
」
」
（
『
古
墳
時
代
の
政
治

　
構
造
騒
青
木
轡
店
、
二
〇
〇
四
年
）
。

⑬
古
代
城
柵
官
衙
遺
跡
検
討
会
編
噸
第
二
九
回
古
代
城
柵
官
衙
遺
跡
検
討
会
資
料

　
集
隔
（
二
〇
〇
三
年
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
献
史
料
か
ら
見
た
律
令
国
家
と
蝦
夷
の
境
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
ら
の
領
域
と
そ
の
境
界
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
を
、
考
古
資
料
か
ら
直
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
蝦
夷
（
エ
ミ
シ
）
」
と
し
て
異
凝
視
し
た
人
々
に
つ
い
て
、
ど
の
範
囲
の
人
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
献
史
料
の
分
析
に
多
く
を
依
拠
し
て
考
え
る
他
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
今
泉
隆
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
東
国
国
司
の
派
遣
記
事
の
分
析
か
ら
、
七
世
紀
中
葉
に
は
、
国
造
が
置
か
れ

て
い
た
範
囲
の
外
側
は
蝦
夷
の
居
住
地
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
蝦
夷
の
領
域
と
見
な
さ
れ
た
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

域
に
は
、
七
世
紀
後
半
以
降
、
通
常
の
支
配
機
構
で
は
な
く
、
城
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ユ8　（18）



、〆多賀夢運

ノ郡山遺跡名取川｝、、
ゴ

、，伊久　思
V，㌔．

信夫k．。tt

　　　　　浮田

　
　
地
ノ
≧
へ
η

　
　
定

　
、
，
捷

》
一
、
鰹

、
　
二
一
．
（
ノ

　
　
磐

染羽

ビ
爺
阿
薩

繍

．
’
・
’
．
、
，
　
　
．
ノ
．

　
　
　
　
ヒ
じ
　
し
ウ

　
　
　
　
　
門

石城

　　　　　　　i 　
多

　
ロ外
　
　
菊
　
奥
　
道

㍉
、

倭と蝦夷と律：令国家（藤沢）

…’
求@秋田県　え　　　岩手県
’s．L・一：：，Tr．””’　lilt　（　’”f’：g

　　　　i，　ノ山－’・、　　　　．s

　　　　憶　脳ミ癩詳
　　　　　二

　　山形県一．L・

P

　し
＿↓
’

2
・

y

〈
s， w
ノ

ン》践～‘一t
ノ

　　　福島県

　　　　麦塚

享
も

∫）宮城県

〆
　‘

暴

1察
　台町20号

一ノ綴義強
！。　5齢ぞ『細

第五図　6世紀の主要古墳の分布と国造・主な城柵遺跡の分布

　
『
国
造
本
紀
』
に
見
え
る
国
造
の
分
布
域
は
、
宮
城
県
南
部
の
阿
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

隈
川
下
流
域
が
、
太
平
洋
側
の
北
限
と
な
る
。
六
世
紀
に
お
け
る
前
方

後
円
墳
の
分
布
も
、
確
実
な
例
は
阿
武
隈
川
下
流
域
ま
で
で
あ
り
、
そ

の
外
側
と
な
る
仙
台
平
野
以
北
に
城
柵
遺
跡
が
造
ら
れ
て
い
く
（
第
五

図
）
。
東
北
地
方
に
お
け
る
国
造
の
設
置
が
、
六
世
紀
ま
で
遡
る
か
と

い
う
点
に
は
問
題
が
残
る
が
、
国
造
の
分
布
域
と
六
世
紀
の
古
墳
分
布

域
が
一
致
し
、
そ
の
外
側
に
城
柵
遺
跡
が
造
ら
れ
て
い
く
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
敏
達
紀
一
〇
年
（
五
八
一
年
）
に
は
、
蝦
夷
の
首
長

の
綾
糟
が
、
大
和
に
や
っ
て
来
て
、
泊
瀬
川
の
流
れ
に
入
り
、
三
輪
山

に
向
か
っ
て
水
を
す
す
っ
て
、
服
属
の
誓
い
を
た
て
る
服
属
儀
礼
が
行

わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
服
属
儀
礼
が
、
後
世
の
蝦
夷
の

服
属
儀
礼
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
世
紀
後
半
に
実
際
に
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

わ
れ
た
儀
礼
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
六
世
紀
後
半
に
は
、
中
央
政
権
の
側
に
、
蝦
夷
と
い
う
観
念
が

明
確
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
雷
え
る
。

　
こ
の
六
世
紀
後
半
に
は
、
仙
台
平
野
以
北
で
は
、
古
墳
が
ほ
と
ん
ど

造
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
文
献
史
料
に
基
づ
く
検
討
結
果
は
、

考
古
資
料
の
動
向
と
も
整
合
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
太
平
洋
側
に
お
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い
て
は
、
仙
台
平
野
以
北
が
、
蝦
夷
の
居
住
地
と
み
な
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

り
南
側
が
、
倭
人
（
目
日
本
人
）
の
居
住
地
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。

①
今
泉
隆
雄
「
律
令
国
家
と
蝦
夷
」
（
『
宮
城
県
の
歴
史
隔
山
川
出
版
社
、
｝
九
九

　
九
年
）
。

②
思
国
造
が
亘
理
国
造
の
誤
記
と
す
る
考
え
に
従
え
ば
、
伊
久
（
1
1
伊
具
）
国
造

そ
れ
よ
り
南
側
、
阿
武
隈
川
下
流
域
よ

　
と
と
も
に
、
宮
城
県
南
部
の
阿
武
隈
川
下
流
域
が
国
造
の
分
布
の
北
限
と
な
る
。

③
熊
谷
公
男
「
蝦
夷
の
誓
約
」
（
欄
奈
良
古
代
史
論
集
』
一
、
一
九
八
五
年
）
。

20　（20）

四
　
考
古
資
料
の
分
布
と
倭
（
日
本
）
人
と
蝦
夷
の
領
域

　
仙
台
平
野
以
北
が
蝦
夷
の
居
住
地
を
見
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
、
前
後
す
る
時
期
の
考
古
資
料
に
基
づ
く
文
化
の
違
い
と
比
較
し
て
み
た

い
。
第
六
図
に
、
第
二
章
で
述
べ
て
き
た
、
地
域
ご
と
の
考
古
資
料
に
見
ら
れ
る
文
化
の
違
い
を
模
式
的
に
示
し
た
。
倭
人
と
蝦
夷
の
境
界
と
、

考
古
資
料
に
見
ら
れ
る
文
化
の
違
い
と
は
、
ほ
と
ん
ど
対
応
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
蝦
夷
の
領
域
と
見
な
さ
れ
た
仙
台
平
野
、
大
崎
平
野
、
追
川
・
北
上
川
下
流
域
は
、
古
墳
時
代
前
期
以
来
、
古
墳
文
化
が
安
定
し
て
藤
下
し

続
け
た
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
六
世
紀
に
古
墳
築
造
は
低
調
と
な
る
が
、
蝦
夷
観
念
が
明
確
に
現
れ
て
く
る
七
世
紀
以
降
に
は
、

倭
系
の
終
末
期
古
墳
で
あ
る
横
穴
式
石
室
墳
や
横
穴
墓
が
活
発
に
築
造
さ
れ
て
い
る
。
七
～
八
世
紀
の
土
器
様
相
か
ら
見
て
も
、
蝦
夷
の
居
住

地
と
さ
れ
た
仙
台
平
野
と
大
崎
平
野
は
、
大
き
く
は
南
東
北
の
土
器
様
式
に
包
摂
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
。

　
古
墳
時
代
に
見
ら
れ
る
古
墳
文
化
と
続
縄
文
文
化
の
対
峙
と
い
う
点
で
言
え
ば
、
例
え
ば
古
墳
文
化
が
安
定
し
て
展
開
し
た
迫
川
・
北
上
川

下
流
域
ま
で
と
、
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
北
上
川
中
流
域
の
閲
の
方
が
、
よ
り
明
確
な
違
い
で
あ
る
。
七
世
紀
に
お
い
て
は
、
倭
系
の
横
穴
式
石

室
墳
や
横
穴
墓
が
造
ら
れ
、
土
師
器
も
南
部
様
式
が
主
体
を
占
め
る
大
崎
平
野
以
南
ま
で
と
、
そ
れ
よ
り
北
の
地
域
の
間
で
は
比
較
的
明
瞭
な

違
い
が
指
摘
で
き
る
。
横
穴
墓
は
迫
川
・
北
上
川
下
流
域
に
も
造
ら
れ
て
い
る
が
、
八
世
紀
代
に
下
る
も
の
が
多
い
た
め
、
そ
れ
を
除
外
し
て

考
え
れ
ば
、
両
者
の
違
い
は
明
確
に
な
る
。
ζ
の
よ
う
な
、
考
古
資
料
の
分
布
か
ら
は
、
よ
り
明
確
な
違
い
が
現
れ
る
所
と
は
異
な
っ
た
場
所
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古
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．
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形
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崎
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惰
．
田
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墓
笏
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�

墳

諜
�
曜
石
石
器
　
．
笏
．
Z
�

器

土
�

師
器

住
�

形
竪
穴
住
居

上
川
中
流
　
域
以
北
�

川
．
北
上
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下
流
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�

崎
平
野
�
　
　
　
　
阿
武
隈
川
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台
平
野
　
　
　
　
下
流
域
以
南

六図　時期ごとの各種遺跡の分布状況の模式図
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に
、
倭
人
と
蝦
夷
の
境
界
は
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
蝦
夷
概
念
が
明
確
化
し
て
く
る
七
世
紀
以
降
は
、
北
東
北
も
農
耕
を
基
本
と
す
る
社
会
へ
転
換
し
て
い
る
。
そ
れ
以
前
の
続
縄
文
文
化
が
広

が
っ
て
い
た
時
期
と
比
べ
る
と
、
北
東
北
と
南
東
北
の
文
化
的
差
異
は
、
格
段
に
縮
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
の
中
で
、
両
者
を
分
け
る
観

念
が
明
確
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
考
古
資
料
に
見
え
る
文
化
の
違
い
は
、
常
に
漸
進
的
な
変
移
を
示
し
て
お
り
、
明
確
な
境
界
は
存
在
し
て
い
な
い
。
古
墳
文
化

と
続
縄
文
文
化
が
対
峙
し
て
い
た
古
墳
時
代
を
通
じ
て
、
両
者
の
分
布
域
は
相
互
に
入
り
組
ん
で
い
る
。
両
者
の
境
界
は
明
確
な
境
界
線
と
し

て
で
は
な
く
、
広
い
境
界
領
域
と
し
て
現
出
す
る
。

　
八
世
紀
前
葉
～
中
葉
の
城
柵
遺
跡
の
様
相
は
、
律
令
国
家
が
大
崎
平
野
ま
で
を
自
ら
の
支
配
領
域
と
し
て
意
識
し
、
そ
の
領
域
支
配
の
体
制

を
確
立
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
段
階
に
至
っ
て
も
、
倭
系
の
古
墳
・
横
穴
墓
と
「
末
期
古
墳
」
の
境
界
は
不
明
確
で
あ
る
。
八
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

紀
に
は
、
迫
川
流
域
・
北
上
川
下
流
域
で
は
、
横
穴
墓
と
「
末
期
古
墳
」
が
近
接
し
て
造
ら
れ
る
。

　
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
倭
（
日
本
）
人
と
蝦
夷
と
の
境
界
に
、
考
古
資
料
の
分
布
で
一
致
す
る
も
の
は
、
六
世
紀
、
特
に
後
半
に
お
け
る
古
墳
分

布
と
、
城
柵
遺
跡
の
分
布
だ
け
と
言
っ
て
も
良
い
。
城
柵
遺
跡
は
、
国
造
の
置
か
れ
た
地
域
に
は
設
置
さ
れ
ず
、
蝦
夷
の
領
域
と
認
識
さ
れ
た

仙
台
平
野
以
北
に
の
み
造
ら
れ
る
。
城
柵
遺
跡
は
、
蝦
夷
観
念
に
基
づ
く
政
治
支
配
に
直
結
す
る
遺
跡
で
あ
る
た
め
、
こ
の
一
致
は
当
然
の
結

果
で
あ
る
。
ま
た
北
東
北
で
は
仏
教
寺
院
の
出
現
が
大
き
く
遅
れ
る
が
、
南
東
北
に
お
け
る
七
・
八
世
紀
の
寺
院
は
、
城
柵
や
官
衙
の
附
属
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

院
が
多
数
造
ら
れ
る
よ
う
に
、
律
令
国
家
の
政
治
支
配
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
城
柵
遺
跡
以
外
で
、
倭
人
と
蝦
夷
の
境
界
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
を
探
し
出
す
な
ら
ば
、
古
墳
時
代
前
期
以
来
、
大
周
的
に
は
古

墳
文
化
の
中
に
あ
り
つ
つ
も
、
続
縄
文
文
化
と
直
接
的
な
関
係
を
維
持
し
続
け
た
地
域
ま
で
が
、
蝦
夷
の
領
域
と
見
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
考
古
資
料
の
分
布
か
ら
言
え
ば
、
最
も
不
明
確
な
と
こ
ろ
が
境
界
と
さ
れ
た
と
一
蓄
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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①
藤
沢
敦
「
栗
原
・
登
米
・
本
吉
地
方
の
古
墳
墓
」

　
二
〇
〇
〇
年
）
。

（『

｢
部
正
光
看
追
悼
集
㎞
、

②
樋
口
知
志
「
仏
教
の
発
展
と
寺
院
」

　
二
年
）
。

（『

V
版
古
代
の
日
本
』
第
九
巻
、
　
一
九
九

五
　
考
古
学
的
文
化
の
変
移
と
国
家
・
民
族
の
境
界

i委と蝦夷と律令匡1家（藤沢）

　
六
世
紀
に
お
け
る
主
要
嘗
墳
の
分
布
は
、
文
献
史
料
に
見
え
る
国
造
の
分
布
域
と
基
本
的
に
一
致
す
る
。
こ
の
叢
雲
の
置
か
れ
た
範
囲
を
、

後
の
律
令
国
家
に
つ
な
が
る
中
央
政
権
は
、
自
ら
の
支
配
領
域
と
み
な
し
、
そ
の
支
配
領
域
内
の
人
々
を
公
畏
と
し
た
。
他
方
、
こ
の
領
域
よ

り
外
側
の
人
々
は
蝦
夷
と
見
な
し
、
別
個
の
政
策
を
実
施
し
て
い
く
。
こ
の
こ
と
と
、
城
柵
遺
跡
の
分
布
は
、
当
然
な
が
ら
一
致
し
て
い
る
。

考
古
資
料
に
お
い
て
も
、
政
治
支
配
に
直
結
す
る
遺
跡
の
分
布
は
、
古
代
律
令
国
家
の
支
配
領
域
の
境
界
と
対
応
し
て
い
く
。
考
古
資
料
の
性

格
を
吟
味
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
国
家
の
境
界
を
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
同
時
に
、
六
世
紀
に
お
け
る
政
治
的
関
係
を
も
と
に
、
律
令
国
家
の
領
域
と
、
蝦
夷
の
領
域
が
排
他
的
関
係
と
し
て
設
定
さ
れ
た
た
め
、
倭

人
と
蝦
夷
の
境
界
は
、
政
治
支
配
に
直
結
す
る
遺
跡
分
布
と
は
明
瞭
に
対
応
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
日
常
的
な
生
活
文
化
を
反
映
す
る
遺
跡
・

遺
物
の
分
布
の
あ
り
方
と
は
、
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
な
い
。

　
倭
人
と
蝦
夷
の
境
界
が
、
六
世
紀
に
お
け
る
政
治
的
関
係
を
も
と
に
設
定
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
蝦
夷
を
政
治
的
概
念
と
考
え
る

見
方
に
一
定
の
妥
当
性
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
律
令
国
家
の
蝦
夷
観
に
は
、
自
ら
の
支
配
に
従
わ
な
い
人
々
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
異
な
っ
た
文
化
を
有
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
伴
い
続
け
て
い
る
。
蝦
夷
の
生
業
や
文
化
に
つ
い
て
は
、
主
に
考
古
学
の
成
果
か
ら
、

律
令
国
家
領
域
内
の
農
耕
社
会
と
、
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
文
献
史
料
の
記
載
の
中
で
も

具
体
的
施
策
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
実
態
を
反
映
し
て
い
る
と
見
な
し
、
蝦
夷
の
狩
猟
・
採
集
民
的
伝
統
の
強
さ
を
強
調
す

　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
議
論
も
少
な
く
な
い
。
文
献
史
料
の
記
載
が
、
ど
れ
だ
け
蝦
夷
の
文
化
の
実
態
を
伝
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
律
令
国
家
の
側
で
は
、
蝦
夷
が
異
な
る
文
化
を
有
す
る
他
者
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
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蝦
夷
と
い
う
他
者
認
識
を
説
明
す
る
の
に
、
政
治
的
概
念
と
い
う
観
点
だ
け
で
は
充
分
と
は
言
え
な
い
。

　
蝦
夷
が
倭
人
（
日
本
人
）
と
異
な
る
文
化
を
有
す
る
集
団
な
の
か
、
あ
る
い
は
同
じ
文
化
を
有
し
つ
つ
も
政
治
的
支
配
に
組
み
込
ま
れ
な
か

っ
た
だ
け
な
の
か
と
い
う
、
蝦
夷
を
め
ぐ
る
意
見
の
相
違
は
、
蝦
夷
研
究
に
お
い
て
常
に
存
在
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
議
論
の
全
て
に
共
通
す

る
こ
と
は
、
民
族
を
客
観
的
指
標
で
定
義
可
能
な
実
体
を
有
す
る
も
の
と
考
え
、
文
化
の
同
一
性
を
追
求
す
る
こ
と
で
民
族
を
定
義
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

す
る
本
質
主
義
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
蝦
夷
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
と
い
う
立
場
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
本
質
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に

こ
そ
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
蝦
夷
論
で
は
、
「
蝦
夷
と
は
な
に
も
の
で
あ
る
か
」
と
の
問
い
か
け
が
常
に
な
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
問
い
か
け
は
、
成
立
の
時
期
や
過
程
に
つ
い
て
は
意
見
が
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
日
本
人
と
い
う
民
族
が
、
実
体
と
し
て
存
在
し
て
い

る
と
い
う
観
念
と
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
よ
う
な
意
識
を
基
盤
と
し
て
、
「
蝦
夷
と
は
な
に
も
の
か
」
と
問
う
、
そ
の

問
い
自
体
に
問
題
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
日
本
の
考
古
学
や
古
代
史
学
に
お
い
て
は
、
本
質
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
問
い
直
す
試
み
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
文
化
人
類
学

に
お
い
て
は
、
昆
族
の
研
究
に
と
っ
て
は
、
異
な
っ
た
民
族
と
し
て
表
象
さ
れ
る
複
数
の
集
団
間
に
引
か
れ
る
境
界
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ル
ト
の
民
族
（
エ
ス
ニ
ッ
ク
）
境
界
論
以
降
、
民
族
概
念
に
つ
い
て
の
検
討
が
進
み
、
本
質
・
王
宮
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
大
き
な
批
判
に
さ
ら
さ
れ

て
き
た
。

　
福
井
勝
義
は
、
イ
サ
ジ
フ
の
整
理
を
も
と
に
、
民
族
の
客
観
的
指
標
と
な
り
う
る
文
化
的
属
性
の
主
な
も
の
は
、
共
通
の
祖
先
・
同
一
文

化
・
宗
教
・
人
種
・
言
語
と
さ
れ
て
き
た
が
、
現
実
に
は
民
族
成
員
全
体
が
こ
れ
ら
全
て
の
属
性
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
は
な
く
、
こ
の
よ
う

な
客
観
的
指
標
で
民
族
を
定
義
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
時
に
「
わ
れ
わ
れ
」
と
い
う
同
類
意
識
が
欠
如
し
て
い

る
と
民
族
を
基
盤
と
す
る
集
団
は
成
立
し
得
な
い
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
同
類
意
識
は
「
彼
ら
」
と
い
う
他
の
集
団
と
の
関
係
に
よ
っ
て
初
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

形
成
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
客
観
的
指
標
と
見
な
さ
れ
る
特
性
が
、
ど
れ
ほ
ど
客
観
的
で
あ
る
か
疑
問
で
あ
る
こ
と
に
も

言
及
し
て
い
る
。
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倭と蝦夷と律：令国家（藤沢）

　
民
族
論
の
全
体
に
わ
た
る
検
討
を
行
っ
た
内
堀
基
光
は
、
罠
族
は
全
体
社
会
か
ら
の
「
名
づ
け
」
に
よ
っ
て
中
間
範
瞬
と
し
て
成
立
し
、
そ

れ
に
対
す
る
共
同
社
会
の
側
か
ら
の
「
名
乗
り
」
に
よ
っ
て
「
実
体
化
」
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
「
名
づ
け
」
と
「
名
乗
り
」
の
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
、
個
々
の
民
族
は
形
成
さ
れ
、
個
別
民
族
の
現
実
態
は
、
民
族
間
関
係
の
関
数
で
あ
る
と
結
論
し
た
。
内
堀
の
議
論
を
継
承
し
つ
つ
、
畏
族

を
め
ぐ
る
諸
議
論
を
検
討
し
た
名
和
克
郎
は
、
民
族
の
相
対
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
民
族
が
実
体
と
し
て
存
在
し
な
い
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

存
在
す
る
の
は
民
族
が
語
ら
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
（
1
1
民
族
論
的
状
況
）
だ
け
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
。
ス
チ
ュ

ア
ー
ト
・
ヘ
ン
リ
も
、
各
地
の
事
例
を
紹
介
し
つ
つ
、
民
族
が
帰
属
意
識
に
基
づ
く
社
会
的
に
構
築
さ
れ
た
観
念
で
あ
る
こ
と
、
生
物
学
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

概
念
と
と
ら
え
ら
れ
が
ち
な
人
種
概
念
も
、
民
族
と
同
様
に
社
会
的
に
構
築
さ
れ
た
観
念
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
文
化
人
類
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
限
ら
ず
、
人
文
科
学
の
様
々
な
分
野
で
も
、
民
族
概
念
の
再
検
討
が
行
わ
れ
、
民
族
を
実
体
視
す
る
考
え
は
厳
し
い
批
判
を
受
け
て
い
る
。

　
筆
者
も
、
こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
、
民
族
を
客
観
的
指
標
で
分
類
可
能
な
、
実
体
あ
る
も
の
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
民

族
と
は
、
他
者
あ
る
い
は
他
者
と
み
な
し
た
集
団
と
の
関
係
で
創
造
さ
れ
る
帰
属
意
識
を
基
盤
と
す
る
主
観
的
観
念
と
考
え
る
。
そ
の
時
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

状
況
に
よ
っ
て
創
ら
れ
再
生
産
さ
れ
る
、
操
作
可
能
な
社
会
観
念
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
民
族
の
問
題
を
考
え
る
際
に
は
、
文
化
的
同
一
性
の
追

求
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
境
界
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
報
告
で
検
討
し
た
、
古
墳
時
代
か
ら
古
代
に
か
け
て
の
東
北
地
方
の
考
古
資
料
の
様
相
か
ら
は
、
文
化
は
常
に
漸
進
的
な
変
移
を
示
し
明

瞭
な
境
界
は
見
出
し
難
い
こ
と
、
そ
の
中
で
も
最
も
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
が
倭
人
と
蝦
夷
の
境
界
と
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

本
質
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
倭
人
と
蝦
夷
の
差
異
を
説
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
六
世
紀
後
半
に
、
た
と
え
一
時

的
に
政
治
的
関
係
が
途
絶
え
て
い
た
と
し
て
も
、
文
化
的
同
一
性
を
基
準
と
し
て
倭
人
と
蝦
夷
の
境
界
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と

異
な
っ
た
場
所
に
境
界
が
設
定
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
古
墳
時
代
前
期
以
来
、
古
墳
文
化
が
安
定
し
て
展
開
し
て
い
た
宮
城
県
域
ま
で
が

倭
人
の
領
域
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
両
者
の
境
界
が
文
化
的
同
一
性
を
基
準
と
し
て
設
定
さ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
が
、
現
実
は

そ
う
で
は
な
い
。
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そ
も
そ
も
古
墳
文
化
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
古
代
律
令
国
家
の
領
域
の
文
化
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
部
は
決
し
て
一
様
で
は
な
い
。

少
な
か
ら
ぬ
地
域
ご
と
の
変
移
を
含
み
、
そ
れ
ら
が
漸
進
的
に
変
化
し
て
い
く
。
排
他
的
で
明
確
な
文
化
的
同
一
性
は
、
先
に
存
在
す
る
の
で

は
な
い
。
蝦
夷
と
い
う
他
者
を
認
識
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、
初
め
て
「
わ
れ
わ
れ
」
と
い
う
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

そ
れ
ゆ
え
、
境
界
が
ど
こ
に
、
な
に
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
か
と
い
う
点
に
は
、
本
来
的
に
恣
意
性
が
伴
う
。
倭
人
と
蝦
夷
の
境
界
に
も
、
文

化
の
漸
進
的
変
移
の
中
に
持
ち
込
ま
れ
た
、
二
項
対
立
的
な
境
界
の
恣
意
性
が
伴
っ
て
い
る
。

　
文
化
的
同
～
性
に
基
づ
く
実
体
と
し
て
民
族
が
存
在
す
る
と
い
う
立
場
で
は
、
倭
人
と
蝦
夷
の
境
界
を
説
明
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
従
来

支
配
的
で
あ
っ
た
見
方
で
は
な
く
、
漸
進
的
な
文
化
の
変
移
の
中
で
、
あ
る
違
い
を
取
り
上
げ
て
、
「
彼
ら
」
と
「
わ
れ
わ
れ
」
の
境
界
が
形

成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
民
族
境
界
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
倭
人
（
嗣
日
本
人
）
と
蝦
夷
の
境

界
は
、
民
族
境
界
で
あ
る
と
雷
え
る
で
あ
ろ
う
。

26　（26）

①
　
今
泉
隆
雄
「
律
令
国
家
と
エ
ミ
シ
」
（
『
新
版
古
代
の
日
本
』
第
九
巻
、
角
川
書

　
店
、
一
九
九
二
年
）
。
熊
谷
公
男
『
古
代
の
蝦
夷
と
城
柵
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

　
〇
四
年
）
。

②
戦
後
日
本
考
古
学
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
～
九
八
○
年
代
以
降
の
研
究
で
は
、

　
民
族
の
問
題
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
中
で
、
倭
人
系

　
の
民
族
の
形
成
を
論
じ
た
都
出
比
呂
志
の
民
族
形
成
論
は
、
今
日
の
日
本
考
古
学

　
で
の
一
般
的
理
解
を
明
確
に
し
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
都
出
の
民
族
論
は
、

　
主
観
的
意
識
に
注
意
は
し
て
い
る
も
の
の
、
結
果
的
に
は
典
型
的
な
本
質
主
義
に

　
基
づ
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
都
出
比
呂
志
「
前
方
後
円
墳
体
制
と
民
族
形
成
」

　
（
『
待
兼
山
論
叢
睡
第
二
七
号
史
学
篇
、
～
九
九
三
年
）
。

③
宰
a
鋳
ゆ
畳
r
6
①
ρ
貯
げ
δ
曾
a
。
p
騨
ぎ
跨
Q
δ
§
恥
§
興
じ
曽
。
§
§
画
舞

　
以
下
に
邦
訳
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
（
青
柳
ま
ち
こ
編
・
監
訳
響
エ
ス
ニ
ッ
ク
」

　
と
は
何
か
　
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
基
本
論
文
選
』
新
泉
社
、
一
九
九
六
年
）
。

④
　
福
井
勝
義
「
民
族
は
た
え
ず
生
成
し
、
変
容
す
る
」
（
隅
国
家
と
民
族
　
な
ぜ

　
人
々
は
争
う
の
か
？
』
学
習
研
究
社
、
一
九
九
二
年
）
。
福
井
勝
義
「
多
様
な
民

　
族
の
生
成
と
戦
略
」
（
欄
世
界
の
歴
史
　
二
四
　
ア
フ
リ
カ
の
民
族
と
社
会
隔
中
央

　
公
論
社
、
一
九
九
九
）
。

⑤
内
堀
基
光
「
民
族
論
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
（
『
人
類
学
的
認
識
の
冒
険
i
イ
デ
オ

　
平
目
ー
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』
同
文
館
、
一
九
八
九
年
）
。
内
堀
基
光
「
民
族
の
意

　
味
論
」
（
『
岩
波
講
座
文
化
人
類
学
㎞
第
五
巻
、
一
九
九
七
年
）
。

⑥
名
和
克
郎
「
民
族
論
の
発
展
の
た
め
に
民
族
の
記
述
と
分
析
に
関
す
る
理
論

　
的
考
察
」
（
『
民
族
学
研
究
』
第
五
七
巻
第
三
号
、
一
九
九
二
年
）
。

⑦
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ヘ
ン
リ
㎎
民
族
幻
想
五
日
（
解
放
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
。

　
身
体
的
特
徴
の
違
い
が
文
献
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
蝦
夷
を

　
倭
人
と
は
異
な
る
人
々
と
と
ら
え
る
見
方
は
、
い
ま
だ
に
消
え
て
い
な
い
。
し
か

　
し
、
よ
り
大
き
な
分
類
単
位
で
あ
る
人
種
概
念
に
つ
い
て
も
、
生
物
学
的
な
人
間



　
の
類
別
概
念
と
し
て
の
有
効
性
は
、
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
竹
沢
泰
子

　
「
「
人
種
」
～
生
物
学
的
概
念
か
ら
排
他
的
世
界
観
へ
一
」
（
『
民
族
学
研
究
』
第

　
六
三
巻
第
四
号
、
一
九
九
九
年
）
。

⑧
小
坂
井
敏
昌
門
民
族
と
い
う
虚
構
睡
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
。

　
ア
…
ネ
ス
ト
・
ゲ
ル
ナ
i
（
加
藤
節
監
訳
）
『
民
族
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
（
岩
波

　
害
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

⑨
民
族
を
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
筆
者
の
立
場
か
ら
は
、
民
族
の
定
義
を
め
ぐ
っ

　
て
、
近
代
以
降
の
国
民
国
家
の
出
現
以
降
を
、
こ
と
さ
ら
区
分
す
る
必
要
性
を
認

　
め
な
い
。

六
　
お
　
わ
　
り
　
に
1
倭
と
蝦
夷
と
律
令
国
家
i

倭と蝦夷と律令国家（藤沢）

　
そ
も
そ
も
「
倭
」
と
い
う
ラ
ベ
ル
は
、
中
国
王
朝
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
指
し
示
す
内
容
は
、
「
倭
国
」
あ
る
い
は
「
倭

種
」
と
、
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
が
、
中
国
王
朝
の
側
か
ら
の
他
者
認
識
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
名
づ
け
ら
れ
た
「
倭
」
と
い

う
ラ
ベ
ル
は
、
古
墳
時
代
を
通
じ
て
、
大
和
政
権
の
支
配
層
も
使
用
し
続
け
た
が
、
律
令
国
家
が
確
立
し
て
い
く
と
と
も
．
に
「
日
本
」
と
し
て

名
乗
っ
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
名
乗
り
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
前
提
と
し
て
北
東
北
を
中
心
と
す
る
人
々
を
他
者
と
認
識
し
「
蝦
夷
」
と
名
づ
け

た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
政
治
的
支
配
関
係
の
あ
り
よ
う
が
、
境
界
設
定
の
基
準
と
な
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

「
わ
れ
わ
れ
」
と
「
彼
ら
」
を
区
分
す
る
指
標
が
、
政
治
的
関
係
し
か
な
か
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
対
外
的
に
「
日
本
」
を
名
乗
っ
て

い
く
一
方
で
、
日
本
人
と
し
て
の
わ
れ
わ
れ
意
識
は
、
必
ず
し
も
明
確
に
は
現
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
考
古
学
・
古
代
史
学
で
は
、
倭
・
蝦
夷
・
律
令
国
家
と
い
う
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
と
ま
り
を
表
現
し
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
指
し
示
す
内

容
は
、
政
治
的
支
配
領
域
や
文
化
的
差
異
な
ど
、
異
な
る
位
相
の
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
論
者
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
る
含
意
は
異
な
る
。
こ

の
こ
と
は
一
方
で
、
当
時
の
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
政
治
的
支
配
関
係
や
文
化
的
差
異
な
ど
、
様
々
な
レ
ベ
ル
の
他
者
認

識
と
自
己
認
識
が
重
な
り
合
い
、
様
々
な
レ
ベ
ル
で
名
づ
け
と
名
乗
り
が
錯
綜
し
て
い
く
、
古
代
国
家
形
成
過
程
に
お
け
る
、
日
本
列
島
の
民

族
論
的
状
況
を
示
す
も
の
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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Yamato　and　the　Barbarians　and　the　Ritsuryo　State：　Changes　in　the

　　　　　　　Archaeological　Culture　and　Borders　of　States　and　Peoples

by

FuJlsAwA　Atsushi

　　In　the　Tohoku　region　during　the　Kofun　period，　the　1〈ofun　cultural　sphere，　based

on　agricultural，　had　spread　through　southern　Tohoku　and　Epi－Jomon　cultural

sphere，　based　on　hunting　and　gathering，　had　spread　through　nor£hem　Tohoku．　ln

terms　of　distribution　of　various　archaeological　artifacts，　the　territorial　boundaries　of

the　two　spheres　gradually　everlapped　and　no　exclusive　boundary　can　be　recog－

nized．　After　the　7th　century，　there　was　a　switch　to　a　society　based　on　agriculture

in　noythem　Tohoku　as　welt，　but　disparate　forms　of　earthenware　and　burial　mounds

in　southem　and　northern　Tohoku　also　continued　to　exist．　With　the　exception　of

forts，　archaeological　artifacts　in　the　borderlaRds，　which　displayed　gradual　change，

also　spread　foHowing　the　7th　century，　but　there　was　no　clear　boundary　tine．　The

ancient　ritsuryo　state，　which　was　formed　during　the　period　from　this　7th　to　8th

century，　chiefiy　regarded　the　people　of　northerR　Tohoku　as　an　alien，　barbarian

people．　The　border　beSween　the　barbarians　and　the　people　of　Yamato　Uapanese），

who　can　be　assumed　from　written　sources，　has　been　established　in　the　most　im－

precise　location　when　compared　to　the　distribution　of　archaeological　artifacts．　The

borders　of　the　ancient　ritsuryo　state　correspond　to　archaeologtcal　artifacts　directly

related　to　poEtical　rule，　such　as　forts；　and　by　careftilly　considering　of　the　character

of　such　artifacts，　it　has　become　possible　to　consider　the　botmdaries　of　tlte　state．

However，　the　boundary　between　the　people　of　Yamato　and　the　barbariaRs　does

not　correspond　to　the　distribution　of　archaeological　artifacts　that　represent　the　dai－

iy　ffe　of　the　peoples．　This　fact　indicates　the　impossibility　of　explaining　the　dif－

ferences　between　the　bairbarians　and　the　peop｝e　of　Yamato　from　an　essemialist

approach　that　posits　cultural　unity．　The　culture　within　the　territory　of　the　kofun

cultural　sphere　and　that　of　the　ritst｛ryo　state　contains　was　fundamentaky　heter－

ogeneous，　and　no　clear　cultural　unity　existed．　Only　by　recognizing　the　other　as　an

alien　culture　and　as　barbarian，　can　one　furst　construct　a　unity　when　this　cognition　is

used　in　contrast．　This　being　the　case，　the　questions　regardmg　the　boundary　be－

tween　the　people　of　Yamato　and　the　barbarians，　such　as　where　and　how　it　was

formed，　are　characterized　by　a　fundamental　arbitrariness．　Therein　resides　the
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arbitra】血｝ess　of　a　binary，　opPositional　boundary　that　has　been　introduced　iiito　the

gradual　transfermation　of　culture．

The　Border　between　Khitan　and　Song　under　the　Chanyuan　Treaty　System

by

FuRuMATsu　Takashi

　　In　the　year　1004，　KhitaR　and　Song　put　an　end　to　their　antagonistic　relationship

and　concluded　the　ChaRyuan　Treaty，　exchanged　written　oaths　stipulating　those

matters　for　which　each　side　would　be　responsible　in　order　to　maintain　the　peace，

and　thereby　established　peaceful　relations．　The　author　proposes　using　the　term

“Chanyuan　Treaty　system”　to　describe　both　the　structuire　of　peaceful　coexistence

between　the　two　countries　as　equal　states　established　by　the　Chanyuan　Treaty

and　the　imernationai　order　under　which　multiple　states，　includmg　these　two，　were

able　to　coexist　in　the　eastem　portion　of　the　Eurasian　continent　by　virtue　of　this

strticture．　The　ChanyuaR　Treaty　system　continued　to　govern　the　system　of　fore－

ign　relations面the　eastern　portion　ofもhe　E田rasia　fbr　centuries　thereafter．

　　The　geographical　conditions　to　the　east　and　west　of　the　Taihang　Range　that

formed　the　border　between　the　Khitan　and　Song　vaxied　greatly，　on　the　eastern

side　of　the　borderlands　spread　the　Huaibei　Plain．　On　its　western　side　was　an　ele－

vated　plain，　and　on　the　east　was　the　Jumabe　ruver　that　served　as　the　border．　The

route　that　linl〈ed　the　Song　prefecture　of　Xiongzhou　and　the　1〈hitan　prefecture　of

Zhuozhou　was　a　road　that　served　as　a　vital　artery　for　each　country．　The　border－

line　ran　across　the　bridge　over　the　Jumahe　一River　that　separated　the　countries．

The　annual　exchange　of　monetary　awards，　suibi，　and　the　dip｝omatic　ritual　of　cros－

sing　the　border　were　conducted　atop　the　bridge．　ln　contrast　to　the　east，　the　west－

em　side　of　the　borderlands　was　mountainous．　This　section　of　the　border　had　been

newly　demarcated　in　1076　after　two　years　of　negotiagons．　At　that　time　a　moat

was　dug　along　the　border，　and　thus　the　moat　indicated　the　borderline．　Stones　or

earthworks　were　also　eyected　to　indicate　the　border　as　weR，　and　thus　border　was

clearly　marked　in　a　visible　fashion．　ln　the　process　of　the　negotiations，　it　is　worth

noting　that　documents　and　maps　were　employed．

　　ln　the　written　oaths　of　the　Chanyuan　Treaty　were　regulations　that　stipulated

that　othcials　and　residents　of　each　couRtry　were　not　to　cross　the　border．　OR　this

（237）


